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●病気やけがをすると、治療のことだけでなく経済的なこと、介護
のことなど生活全般に問題を抱えることが少なくありません。
当院では、患者様が安心して医療を受けられるように患者様や
ご家族様からの様々な相談をお受けしています。
●病院の費用負担が心配（経済的問題）
●先生から介護保険の利用を勧められた（社会制度の利用）
●退院の許可が出たけれどすぐに自宅で生活するのは不安がある（退院支援）
●病院や施設について知りたい（転院・施設入所支援）
●その他受診・入院・退院等で困っていることがある
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1年で最も街が華やかに彩られるクリスマスシーズンが到来しました。イルミネーションで彩られた街を歩くだけで楽しい気持ち
になる大好きな季節です。さて、2023年も残りわずかとなりました。そこで僭越ながら私の今年の重大ニュースを発表させてい
ただきます。それは免許を取って数十年、初めて高速道路を運転したことです。スピードに対する恐怖心がとても強いので
80kmくらい出しただけで、手にありえないほど汗をかき自分でもびっくりしました。その後、何回か運転し、だんだん慣れてきた
のですが、まだまだです。来年はもっと落ち着いて運転できるよう精進したいと思います。　　　 　　医局秘書　伊藤　恵

編集後記

脳卒中・心筋梗塞

冬に気をつけるべき疾患

冬は、感染症や環境による疾患に注意が必要です。
手洗い、うがいなどの予防対策をしっかりと行い、健康で元気な冬を過ごしましょう。

冬は寒さや乾燥などの影響で、様々な疾患が発生しやすくなります。
ここでは、冬に気をつけたい疾患とその対処法について解説します。

脳卒中や心筋梗塞は、冬に特に注意したい疾患です。
気温が低下すると、血管が収縮して血流が悪くなるた
め、脳梗塞や心筋梗塞のリスクが高まります。

一酸化炭素中毒
一酸化炭素中毒は、不完全燃焼によって発生する一酸化炭素を吸い込んで起こる中毒です。
冬は、ストーブやボイラーなどの使用が増えるため、一酸化炭素中毒のリスクが高まります。

【症状】一酸化炭素中毒の症状は、頭痛、吐き気、倦怠感、意識障害などです。

【対処法】一酸化炭素中毒を発症した場合は、すぐに換気を行い、新鮮な空気を吸いましょう。
また、救急車を呼び、適切な治療を受けることが大切です。

呼吸器系感染症
冬は、乾燥や寒さなどの影響で、風邪やインフルエンザなどの呼吸
器系感染症にかかりやすくなります。

【症状】風邪やインフルエンザの主な症状は、発熱、咳、鼻水、のどの痛みなどです。

【対処法】風邪やインフルエンザにかかった場合は、安静に休み、十分な水分や栄養を摂取しましょう。
また、症状がひどい場合は、早めに医療機関を受診しましょう。

やけど
冬は、鍋やフライパンの取っ手などの熱に触れてやけどをするリスクが高まります。
また、ストーブやヒーターなどの暖房器具によるやけどにも注意が必要です。

ヒートショックは、冬に起こりやすいイメージがあります
が、夏でも起こる可能性があります。冬は暖房器具の使
用によって室内と室外の温度差が大きくなるため、注
意が必要です。また、夏は冷房器具の使用によって汗を
かき、脱衣所や浴室で急激に温度が下がると、ヒート
ショックを引き起こす可能性があります。
ヒートショックの症状が出た場合は、無理をせずに早め
に対処するようにしましょう。

低温やけど
低温やけどとは、44℃～50℃前後の熱源に皮膚が直接、数分～
数時間にわたって触れ続けることで起こるやけどです。熱湯や火
などに触れて起こる「高温やけど」よりも低い温度のやけどです。
低温やけどの原因としては、次のようなものがあります。湯たんぽ、
電気あんか、電気毛布、こたつ、使い捨てカイロ。

ヒートショック
ヒートショックは、急激な温度差によって血圧が大きく
変動し、心臓や血管に負担がかかった状態のことをい
います。軽度な症状であれば立ちくらみ程度で少し休
むと回復しますが、重度になると、心筋梗塞や脳梗塞、
大動脈解離など、命にかかわる病気を発症します。

【症状】めまい、立ちくらみ、頭痛、吐き気、失神、意識障害、
呼吸困難、胸の痛み。

【対処法／軽度な症状の場合】無理に立ち上がらず、体勢を
低くして、気分が落ち着く
までじっと待ちましょう。
水分や塩分を摂取しま
しょう。暖房器具で体を温
めましょう。

【対処法／重度な症状の場合】
救急車を呼びましょう。

【症状】やけどの症状は、痛み、赤み、腫れなどです。

【対処法】やけどをした場合、すぐに冷水で患部を冷やしましょう。また、やけど
の程度がひどい場合は、早めに医療機関を受診しましょう。

【症状】皮膚の赤み、ヒリヒリ感、水ぶくれ、皮膚がただれる
【対処法】低温やけどを負ったら、すぐに水道水をかけて冷やす応急処置を行います。患部を冷やす際
は、氷水を用いると凍傷のリスクが生じるため注意しましょう。

【症状】脳梗塞の主な症状は、突然の発作、手足の麻痺、
言語障害、意識障害などです。心筋梗塞の主な症状は、
胸痛、息切れ、冷汗、吐き気などです。

【対処法】脳卒中や心筋梗塞は、早期
治療が重要です。発症したと思った
ら、すぐに救急車を呼びましょう。

　この度は、茅ヶ崎徳洲会病院に着任し、ご挨拶申し上げます。
　ドイツに留学していたため、まだ少し会話ができます。
　音楽、歴史、読書、美しい風景がとても好きです。娘のお弁当を
作るのもとても楽しんでいます。学生時代はずっと陸上競技に没
頭していました。付近で毎年の箱根駅伝を応援しています。
　患者様の訴えを納得行く迄深くお聞きして、入念に診察すること
を欠かしておらず、これからもしっかり継続して参ります。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。
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所属学会　日本救急医学会

壬生倉　洋介
み  ぶ  くら よう すけ

新 着 任 ド ク タ ー

※相談で知りえた秘密は厳守いたします。
※相談を希望される場合には、主治医・看護師・もしくは受付スタッフにお申し出ください。

ご案内患者相談室 の

 医長

以上のような相談について社会福祉の立場から
専門の医療ソーシャルワーカーがお話をうかがいます。






